
 

高次脳機能障害サービス利用ガイド 

サービスの利用にあたっては、ご本人の原因疾患や年齢、障害状況などによって利用できるサービスが異な

ります。病院の相談員や市役所窓口等に相談しながら、制度を上手く活用していくことが大切になります。 

障害福祉サービスと介護保険サービスどちらを利用したら良いのか？ 

 高次脳機能障害の方は、年齢や受傷原因によって利用するサービスが変わります。復職や就職を目指した

い場合には、障害福祉サービスでの「訓練等給付（自立訓練や就労移行支援等）」を利用することも可能です

し、介護が必要な場合には介護保険上の「介護老人保健施設」や「特別養護老人ホーム」等を利用すること

も可能です。退院当初は介護保険サービスを使い、徐々に障害福祉サービスでのサービスに移行するという

方もいます。 

障害福祉サービスと介護保険サービスの考え方 

脳血管疾患 
その他の疾患 

外傷による脳損傷 

40 歳未満 40 歳以上 65 歳未満 65 歳以上 

障害者手帳 

障害を証明できる診断書等 

障害者総合支援法 

（障害福祉サービス） 

介護保険制度 

要介護認定の申請・決定 

利用するまでの流れ 
 利用にあたっては、市町村への申請と相談支援事業所との契約、相談を並行して進める必要があります。福

祉サービスの受給者証が発行されたら、利用予定の福祉サービス事業所と契約を結んで利用開始となります。

障害福祉サービスを利用するまでの流れについては、下記の図をご確認ください。 

サービス等利用計画の作成 

利用契約・サービス利用開始 

障害支援区分決定 

市役所（障害福祉課）への 

申請の流れ 

相談支援事業所への 

申請の流れ 

相談支援事業所との契約 

サービス等利用計画案 

作成依頼 

サービス利用等計画（案）の提出 

アセスメントを通して、どんなサービスが適しているかを考えます。 

勘案事項調査 

利用者相談・申請 

介護給付を

申請する場合 

障害支援区分認定調査 

訓練等給付を

申請する場合 

一次判定 

二次判定 

医
師
意
見
書 

心身状況に関する 

アセスメント 

暫定支給決定 

訓練、就労に関する評価、 

個別支援計画を提出 

 

アセスメント 

本人に関する情報収集、現状確認、目標の確認等 

支給決定（障害福祉サービス受給者証の発行） 

サービス担当者会議 

一定期間のモニタリング 

定期的に本人、サービス利用先の状況等と面談を行い、現状の確認、課題の整理を行い、 

新たな課題が見つかった場合には、サービスの見直しを行います。 

 

三島圏域地域包括支援センター連絡会発行  


